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一般国道１７号 
与野大宮道路 ⑤ 
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：再評価 

①事業採択後、3年以上経過した時点で未着工 

②事業採択後、5年以上を経過した時点で継続中の事業 

③準備・計画段階で3年間が経過している事業 

④再評価実施後、3年間が経過している事業 

⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業 

：事後評価 

 （１）－１ 事業の目的と計画の概要 （位置図）  

１．事業の概要    
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さいたまけん  さ い た ま し    ちゅうおうく しもおちあい 
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【 現 況 】 

さいたま市大宮区桜木町 

延
長
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．
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与野大宮道路 

【 計 画 】 

さいたまし おおみやく さくらぎちょう 

暫定区間 
3/4車線開通済 
延長０．５ｋｍ 

 
2/4車線 

延長０．３ｋｍ 
 

完成区間 
4/4車線開通済(H18) 
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・さいたま新都心地区周辺交通渋滞の緩和、
円滑化 

・交通安全・地域の快適性の向上 
・さいたま新都心の骨格形成 

単位（ｍ） 

平 面 図 

目 的 

計画の概要 

標準的横断図 

区 間 

 

計 画 延 長 

幅 員 

道 路 規 格 

設 計 速 度 

車 線 数 

計画交通量 

事 業 化 

事 業 費 

位 置 図 
凡 例 

計画交通量（台/日） 

至 東京 

至 熊谷 

１．事業の概要    
(１)－２ 事業の目的と計画の概要 
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・与野大宮道路は、さいたま新都心に隣接した中心市街地に位置し、ＪＲ埼京線北与野駅付近で鉄道
と交差しており、沿道にはマンション、事業所、学校などの公共施設が多数立地している。 

画像＠2014Cnes/SpotImage,DIgitalEarthTechnology,DigitalGlobe,Lamdsat,TheGeoInfoemationGroup,地図データ©2014Google 
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 （１）－３ 事業の目的と計画の概要 （周辺の状況）  

１．事業の概要    

至 東京 

至 熊谷 

撮影：平成26年5月 

赤山通り 
交差点 
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①暫定区間の沿道状況 

八幡通り 
交差点 

下落合 
交差点 
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※図中のほぼ全域が人口集中地区（DID)に該当 



１７

１６

１７

４ ４

関
越
道

圏央道

外環道

東
北
道

さ いたま市

岩槻区

見沼区

緑区

南区

浦和区

大宮区

北区

西区

桜区

中央区

H17交通量
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※周辺地域（内々） 99 51%
※周辺地域とその他地域（内外） 79 40%

さいたま市⇔ 他埼玉県 53 27%

さいたま市⇔ 東京都 15 8%

さいたま市⇔ その他県 11 5%

通過交通（外々） 18 9%
196 100%

国道17号　与野大宮道路

OD内訳

合計
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注1：※周辺地域とはさいたま市 
注2：H17道路交通センサスの現況OD調査結果を基に算出 
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 （１）－４ 事業の目的と計画の概要 （国道17号の交通特性）  

表 国道17号の主な交通特性 

・国道１７号の当該事業区間の交通特性は、周辺地域に起終点をもつ内々交通が51％、起終点のど
ちらかが周辺地域にある内外交通が40％、周辺地域を通過する外々交通が全体の9％を占める。 

１．事業の概要    
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１．事業の概要    

損失時間：約178千人時間/年・km 
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至 東京 

至 熊谷 

撮影：平成28年9月 
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・国道１７号当該事業区間の損失時間は、約178千人時間/年･km。 
・八幡通り交差点～下落合交差点の東京方面について車線数は１車線で未整備。 
・上落合一丁目交差点～八幡通り交差点については交差点間隔が短く、隣接区間に比べ損失時間が高い状況。 
・与野大宮道路の整備により、国道17号の交通混雑の緩和が見込まれる。 

再評価対象区間 

上
落
合
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目 

 （２）－１ 事業の必要性（国道17号の渋滞状況） 

国道17号の損失時間の発生状況 

写真 赤山通り交差点付近の渋滞状況 
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与野大宮道路 延長2.7km 
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暫定区間 完成区間 

開通後の所要時間 

約２分短縮 
見込み 

算出条件：整備前はH22道路交通センサス（混雑時平均旅行速度） 
        開通後は設計速度（V=60㎞/ｈ） 
       起点：上落合交差点、終点：下落合交差点 ※損失時間はプローブデータ 

  （H26.4～H27.3） 



１．事業の概要    

八
幡
通
り 

上
落
合 

死傷事故率：約198.3件/億台キロ 

2/4車線 
延長 0.3km 

3/4車線開通済 

延長 0.5km 

H18年度 4車線開通済 
延長 0.7km 

至 

東
京 

至 

熊
谷 

赤
山
通
り 

さいたま新都心地区 

延長1.5km 

6 

・国道１７号当該事業区間の死傷事故率は約198.3件/億台km。 
・事故類型では、追突事故が約4割を占めている。 
・与野大宮道路の整備により、現道の交通の円滑化が図られ、交通事故の減少が見込まれる。 

再評価対象区間 
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 （２）－２ 事業の必要性（国道17号の死傷事故状況） 

国道17号の死傷事故発生状況 

国道17号の事故類型 

下
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与野大宮道路 延長2.7km 

資料：交通事故データ 
（H23-H26） 

国道17号現道の交通状況 

追突の 
死傷事故が 

約4割 

至 東京 

至 熊谷 撮影：平成28年9月 

写真 赤山通り交差点付近の交通状況 
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  人対車両 

さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合 



さ
い
た
ま
新
都
心

さ
い
た
ま
新
都
心

大宮大宮

至　熊谷至　熊谷

至　東京至　東京
与
野
本
町

与
野
本
町

北
与
野

北
与
野

与
野

与
野

産
業

道
路

産
業

道
路

与
野

中
央

通
線

与
野

中
央

通
線

新
大

宮
バ

イ
パ

ス

新
大

宮
バ

イ
パ

ス
埼

玉
大

宮
線

埼
玉

大
宮

線

埼玉新都心線

埼玉新都心線

八幡通り線
八幡通り線

本
町

通
り
線

本
町

通
り
線

南大通東線

南大通東線

赤山東線
赤山東線

東西中央幹線

東西中央幹線

新
都

市
南

通
線

新
都

市
南

通
線

中央区中央区

浦和区浦和区

さいたま新都心地区さいたま新都心地区

１７

与
野
大
宮
道
路

与
野
大
宮
道
路

再
評
価
対
象
区
間

： さいたま新都心地区

： 整　 備　 済
2 車
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2 車
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2 車
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： 整　 備　 中
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「さいたま新都心」の発展を支援する骨格道路とその整備状況 

7 

・与野大宮道路は、南大通東線、東西中央幹線、赤山東線、産業道路とあわせて、さいたま新都心地
区の発展を支援する骨格道路としての機能を有する。 

2～3車線で開通済 

■さいたま新都心の主な事業史 
 昭和59年  旧国鉄大宮操車場機能廃止  
 昭和61年  首都圏基本計画における業務核都市に位置づけ  
 平成元年 関連街路の都市計画決定  
 平成12年  さいたま新都心街びらき記念式典  
 平成16年  「高速埼玉新都心線（与野～新都心）」開通 
 平成18年  「高速埼玉新都心線（新都心～第二産業道路）」開通 
 平成28年10月 3日 造幣局さいたま支局開局 
 平成28年12月27日  小児医療センター移設予定 
 平成29年 1月 1日 さいたま赤十字病院移転予定 

出典：埼玉県HP他各機関資料による。 

 （２）－３ 事業の必要性（さいたま新都心の骨格形成） 

１．事業の概要    

資料 埼玉県HPを基に作成 

※未整備区間の現状：車線数は確保されているものの、一部歩道等が未整備 

さいたま赤十字病院と 
小児医療センターが移転予定 
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・前回再評価(H26)以降、立体駐車場併設の大型ショッピングセンターが開業。 
・平成28年度内には、(独)造幣局東京支局、埼玉県警察本部の各機関、さいたま赤十字病院と小児医療センターが
移転予定。 

・さいたま新都心では、今後も各施設が集積し、広域連携拠点の形成が図られる。 

 

 （２）－４ 事業の必要性（さいたま新都心の開発状況） 

１．事業の概要    

資料：さいたま市HP資料より作成 

至 熊谷 

至 東京 

中央区 

大宮区 

：整備済 
：施工中 

大宮駅西口第二 
土地区画整理事業 

大宮駅西口第四 
土地区画整理事業 

さいたま新都心 
土地区画整理事業 

北与野駅地区第一種 
市街地再開発事業 

：土地区画整理事業 
 （整備済・未整備） 
：市街地再開発事業 

立体駐車場併設の 
大型ショッピングセンター 

平成27年度開業済 

【さいたま赤十字病院】 
平成29年１月１日移転予定 

 【小児医療センター】 
平成28年12月27日移転予定 

 

三菱マテリアル跡地 

(独)造幣局さいたま支局 
平成28年10月３日操業開始予定 

 
大宮警察署・埼玉県警鑑識課 

科学捜査研究所 
平成28年11月 移転予定 

撮影：平成28年9月 

撮影：平成28年9月 

 

 

「さいたま新都心」の街区図と今後の計画予定 

 

上木崎一丁目 
土地区画整理事業 

資料 HPを基に作成 



東北・ 上越・ 北陸新幹線
東北・ 上越・ 北陸新幹線

ＪＲ埼京線ＪＲ埼京線

ＪＲ宇都宮線・ 高崎線ＪＲ宇都宮線・ 高崎線

高速埼玉大宮線高速埼玉大宮線

新大宮バイパス新大宮バイパス

た
つ

み
通

り
た

つ
み

通
り

八
幡

通
り

線
八

幡
通

り
線

与野中央通線与野中央通線

南
大

通
東

線
南

大
通

東
線

中山道中山道

東
西

中
央

幹
線

東
西

中
央

幹
線

三
橋

中
央

通
線

三
橋

中
央

通
線

さ
い

た
ま

春
日

部
線

さ
い

た
ま

春
日

部
線

南
大

通
東

線
南

大
通

東
線

大
宮

中
央

通
線

大
宮

中
央

通
線
中央区中央区

下落合交差点下落合交差点 赤山通り交差点赤山通り交差点 八幡通り
交差点
八幡通り
交差点 上落合交差点上落合交差点

： 土　 工　 部

： 現 地 盤  高

： 土　 工　 部

： 現 地 盤  高

１７

１７

与野大宮道路 延長２ .７㎞与野大宮道路 延長２ .７㎞

暫定区間暫定区間 完成区間完成区間

2/4 車線
延長0.3㎞
2/4 車線
延長0.3㎞

3/4 車線開通済
延長0.5㎞

3/4 車線開通済
延長0.5㎞

4/4 車線開通済
延長0.7㎞

4/4 車線開通済
延長0.7㎞

延長１.５㎞延長１.５㎞
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京
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京
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谷
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谷
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い
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区
下
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下
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も
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八
幡
通
り
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点
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通
り
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差
点
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み
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上
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合
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も
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合
交
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点
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合
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や
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ど
お
り

あ
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や
ま
ど
お
り

赤
山
通
り
交
差
点

赤
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通
り
交
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点

再評価対象区間
北

与
野

駅
南

通
線

北
与

野
駅

南
通

線

至 東京 

至 熊谷 撮影：平成28年9月 

至 熊谷 撮影：平成28年9月 

至 東京 
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①さいたま市中央区 
赤山西線南側（2/4車線） 

②さいたま市中央区 
八幡通り線南側（3/4車線） 

上段：計画交通量 
下段：Ｈ22センサス交通量 
    （平日24時間） 

凡例 

32,500台/日 
20,031台/日 

 （１）事業の経緯 

平 面 図 

 縦 断 図 

39,400台/日 
20,031台/日 1 2 

２．事業の進捗状況     

 
平成  元年度  都市計画決定     延長2.7km(中央区下落合～大宮区桜木町)                 
平成  ６年度  事業化 
平成  ７年度  用地買収着手 
平成１０年度  工事着手 
平成１１年度  ３／４車線開通   延長1.2km(中央区上落合１丁目～中央区上落合９丁目) 

平成１８年度  ４車線化         延長0.7km(中央区上落合５丁目～中央区上落合９丁目) 

平成２８年４月 測量着手         延長0.3km(中央区下落合３丁目～中央区上落合１丁目) 



赤
山
東
線

赤
山
東
線

八
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線

八
幡
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り
線

北
与
野
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駅
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線
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西
中
央
幹
線

東
西
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幹
線

南
大
通
東
線

南
大
通
東
線

北
与

野
駅

北
与

野
駅

与野本町駅与野本町駅

JR
埼

京
線

JR
埼

京
線

東北・ 上越・ 北陸新幹線

東北・ 上越・ 北陸新幹線

至
熊
谷

至
熊
谷

至
東
京

至
東
京

高

速
埼

玉
新

都
心

線

高

速
埼

玉
新

都
心

線

大宮駅大宮駅

１７

暫定区間暫定区間 完成区間完成区間

2/4 車線
延長 0.3 ㎞
2/4 車線

延長 0.3 ㎞
3/4 車線開通済

延長 0.5 ㎞
3/4 車線開通済

延長 0.5 ㎞
4/4 車線開通済

延長 0.7 ㎞
4/4 車線開通済

延長 0.7 ㎞

延長１.５㎞延長１.５㎞再評価対象区間
中
央
区
上
落
合

中
央
区
上
落
合

中
央
区
下
落
合

中
央
区
下
落
合

 

工事

用地

今回評価時
H28

工事

用地

用地取得率
75％( 全体 )

用地取得率
75％( 全体 )

前回評価時
H26

与野大宮道路 延長２ .７㎞与野大宮道路 延長２ .７㎞
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・当該区間の用地取得率は７５％（H28.3時点）。 
・残事業は、赤山東線～八幡通り線間の延長０．８kmについて、 ４車線化のための拡幅部分の用地取
得及び工事。 

・今後も引き続き用地取得を進め、４車線化に向け整備を推進する。 

 （２）残事業の概要 

２．事業の進捗状況     

上
落
合
交
差
点 

八
幡
通
り
交
差
点 

赤
山
通
り
交
差
点 

下
落
合
交
差
点 

H28.4測量着手 
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・交渉対象は、区分所有者が多数いる大規模マンションであり､補償内容及びマンション総会での売却の
合意が得られるよう、マンション理事会との調整に時間を要している。 

・今後も、区分所有者全員との交渉に時間が必要で、かつ遠隔地居住者や抵当権の設定などが把握さ
れ、更に時間を要することが見込まれる。 

・以上のことから、マンション理事会との交渉開始から土地引き渡しまで６年かかると想定されるため、事
業期間を平成２９年度から平成３２年度に変更する。 

 （３）前回再評価からの進捗状況（用地取得難航箇所の状況） 
２．事業の進捗状況    

 

 

大規模マンション補償契約の手順 

 

用
地
補
償
説
明
会 

 

マ
ン
シ
ョ
ン
総
会
で
の 

 

売
却
の
合
意 

 

区
分
所
有
者
（※

） 
 

全
員
と
の
契
約  

 

土
地
の
引
き
渡
し 

 

事
業
予
定
地
内
工
作
物
等
の
移
転 

 

前回再評価時の予定 

H27 

現在の予定 

 
 

交渉開始より 約３年 

 

マ
ン
シ
ョ
ン
理
事
会
と
調
整 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
  

H29 

H26 H28 H31 H32 

H28 

交渉開始より 約６年 

 

  

H26 

（※）区分所有者とは、１棟の建物を複数の人が部分的に独立した形で所有している者 

現在 

区分所有者 

多 数 

 

計
画
・設
計
に
関
す
る
話
し
合
い 

H14 
 ～ 
H25 

概
ね
合
意 

国道17号を上空より望む 
（平成26年5月撮影） 

H26 H26 
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１）計算条件 
       【参考：前回評価（H26）】 
 ・基準年次    ：平成28年度     平成26年度 
 ・供用開始年次  ：平成33年度        平成30年度 
 ・分析対象期間  ：供用後50年間     供用後50年間 
 ・基礎データ   ：平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ    平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ 
 ・交通量の推計時点：平成42年度     平成42年度 
 ・計画交通量   ：32,500～39,400（台/日）  28,800～39,200（台/日）  
 ・事業費     ：約180億円       約180億円 
 ・総便益（Ｂ）    ：約416億円(1,070億円

※
)    約449億円(1,117億円

※
)  

 ・総費用（Ｃ）  ：約257億円( 181億円
※
)    約236億円(  182億円

※
) 

 ・費用便益比   ：１．６           １．９  
                       ※基準年次における現在価値化前を示す 

■総便益（Ｂ）  
 

 道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推
計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。 
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】 

 

■総費用（Ｃ）  
 

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。 
 

３．事業の評価     

 



２）事業全体 

３）残事業 
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３．事業の評価    

基準年：平成28年度 

注1）便益・費用については、平成２８年度を基準年とし、社会的割引率を４％として現在価値化した値である。 
注2）費用及び便益額は整数止めとする。 
注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
注4）便益の算定については、「将来交通需要推計手法の改善について【中間とりまとめ】」に示された第二段階

の改善を反映している。 

 

 

 

便益(Ｂ) 
走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

総便益 費用便
益比 

（Ｂ／Ｃ） 398億円 16億円 2.3億円 416億円 

費用(Ｃ) 
事業費 維持管理費 総費用 

１．６ 
254億円 2.7億円 257億円 

便益(Ｂ) 
走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

総便益 費用便益
比 

（Ｂ／Ｃ） 
142億円 4.1億円 2.0億円 148億円 

費用(Ｃ) 
事業費 維持管理費 総費用 

５．７ 
25億円 1.5億円 26億円 
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・延長1.5kmのうち、八幡通り線～南大通東線間(延長0.7km)は平成18年度に4/4車線開通済、赤山西
線～八幡通り線間(延長0.5km)は平成１１年度に3/4車線開通済。 

・残る延長0.8ｋｍについては用地取得を進めているところであり、平成28年3月末現在の用地取得率
は75％。 

・交渉対象となる大規模マンションの区分所有者が多数おり、マンション理事会との調整に時間を要し、
今後も区分所有者全員との交渉などに時間を要することが見込まれることから、事業期間を平成２９
年度から平成３２年度まで延期する。 

・今後は用地交渉を進め、早期の供用を目指す。 
 

 

４．事業の見込み等     

   

（１）事業進捗の見込みの視点 

 

※ 供用開始年次は、費用便益比算定上設定した年次である。 

（２）事業の計画から完成までの流れ（与野大宮道路） 
H33

供
用
開
始
年
次

共同溝 改良 改良

改良

舗装

●開通

共同溝 共同溝 共同溝 共同溝 共同溝付帯 付帯工事等 改良 舗装

完了0.8km
赤山東線～

八幡通り線

（前回）

用地取得

改良 改良

改良

舗装

●開通

共同溝 共同溝 共同溝 共同溝共同溝 共同溝改良 舗装 付帯 付帯工事等

完了0.8km
赤山東線～

八幡通り線

（今回）

用地取得

舗装・

完成
付帯 付帯 改良工事等 改良 舗装

完了0.7km
八幡通り線～

南大通東線

用地取得

用地設計 設計 設計設計
設計

用地

設計

用地
設計・用地説明

設計・

用地

設計 設計 設計 設計 設計
測量

設計
設計 設計 設計 設計 設計設計 調査 調査 調査 調査 調査調査

設計・

調査
設計

測量

設計
調査

測量

設計
測量・調査・設計

測量・

設計
調査 設計

都市計画決定
都市

計画

決定

事業化

H27 H28 H29 H30 H31 H32H21 H22 H23 H24 H25 H26H15 H16 H17 H18 H19 H20H9 H10 H11 H12 H13 H14年　　　度 H元 H2～H5 H6 H7 H8

前回再評価 今回再評価

３年増加
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（１）さいたま市からの意見 

５．関連自治体等の意見  

 

 

 
 
 
 
 

・さいたま市長からの意見 

 一般国道17号与野大宮道路は、さいたま新都心に隣接した中心市街地に位置し、ＪＲ埼京線北
与野駅付近で鉄道と交差しており、沿道にはマンション、事業所、学校などの公共施設が多数立
地しています。 

 一方で、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催において、さいたまスーパーア
リーナがバスケットボールの会場に決定しており、また、現在、さいたま新都心への赤十字病院及
び小児医療センターの移転等機能集積を進めていることから、さいたま新都心駅周辺地区西側の
骨格形成を図り、交通利便性をより一層向上させることが必要となっています。 

 以上から、与野大宮道路については、大宮駅からさいたま新都心駅周辺の中心市街地を連携
する４車線ネットワークの一部として、慢性的な渋滞緩和を図る上で重要な路線であることから、引
続き整備継続頂けますようお願い申し上げます。 
 
 
 



・用地取得率は、約７５％（H28.3月時点）。 
・今後も引き続き、用地取得・工事の促進を図り、早期の４車線化を目指す。 

・損失時間は、約178千人時間/年・km。・上落合一丁目交差点～八幡通り交差点については交差点

間隔が短く、隣接区間に比べ損失時間が高い状況。 
・当該区間の整備により、交通の円滑化が図られ、渋滞の緩和や交通事故の減少が見込まれる。 
・与野大宮道路は、南大通東線、東西中央幹線、赤山東線、産業道路とあわせて、さいたま新都心地
区の発展を支援する骨格道路としての機能を有する。 

・さいたま新都心では、今後も開発の進展に伴い各施設が集積し、広域連携拠点の形成が図られる。 

（１）事業の必要性等に関する視点 

（２）事業進捗の見込みの視点 
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・事業継続 
・与野大宮道路は、さいたま新都心地区周辺の交通渋滞の緩和、交通安全、さいたま新都心の骨格
形成等の観点から、事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。 

（３）対応方針（原案） 

６．今後の対応方針（原案）  
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